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◆6月末現在での事故発生件数は35
件（速報値）で、もらい事故を併
せると49件となっております。
◆過去最悪であった昨年度（平成1
6年度）の26件を大きく上回ってお
ります。
◆発生した事故を教訓として、事
故再発防止の強化・徹底に取り組
み、無事故・無災害を目指して下
さい。

平 成 1 7 年 度 直 轄 請 負 工 事 等 事 故 の 発 生 状 況

※（ ）内は、昨年度（平成16年度）の発生件数

熱中症に気をつけて！！
◆昨年、大阪での真夏日(日最高気
温30度以上)の日数は93日で、過去
最高を記録しました。
◆気象庁によると、今年の7月から9
月までの気温は日本全国で平年並み
または高いとしております。
◆過去10年間（全国）の『熱中症』
による死亡労働災害事故件数（表、
図－1）は、平成7年には20件以上発
生し、その後3年ほどは10件前後と
減少していましたが、平成11年から
は再び増加し、毎年20件前後発生し
ております。
◆中でも、建設業での発生件数は毎
年のように多く、昨年の全産業発生
件数17件の内、13件発生（表－2）
しており、非常に高い割合を占めて
おります。

年（平成） 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年

発生件数 24 9 15 10 20 18 24 22 17 17

表－1 熱中症による死亡労働災害発生件数の推移(平成7年～平成16年)
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業種 建設業 運送業 警備業 製造業 林業 清掃 計

平成14年 18 1 0 1 0 2 22

平成15年 11 1 1 3 1 0 17

平成16年 13 0 1 3 0 0 17

計 42 2 2 7 1 2 56

表－2 業種別被災状況(平成14年～平成16年)

熱中症の発生しやすい状況
【月別発生状況】
7月、8月に集中
【時間帯別被災状況】
午後2時台から午後4時台
【作業日数別発生状況】
作業初日から3日目までの発生が多く、約7割を占
める
【その他の発生状況】
二日酔い、睡眠不足、高齢者、肥満

◆高温となる直射日光下での作業や、屋内でも高
温多湿となる現場での作業においては、注意が必
要となります。
◆熱中症は、最悪の場合には死に至ることもあり
ます。
◆ に、熱中症の予防対策と熱中症になった場裏面
合の応急処置の一例を紹介します。
◆熱中症災害の発生がないよう、十分に気をつけ
て、暑い夏を乗り切ってください。

月別発生事故件数（累計）
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6月の事故発生報告(26件発生の内、8件を掲載)及び今後の防止対策(案)
発生日時 発生場所 事 故 の 状 況 (速 報) 今 後 の 防 止 対 策 (案)

6月2日 ﾄﾝﾈﾙ工事において、切羽で火薬の装填作業を終えた作業 ・ｺｿｸを徹底する
京都府 員が、次の火薬装填箇所へﾏﾝｹﾞｰｼﾞを移動させていたとこ ・鏡吹付け厚さを厚くする

7：40 ろ、切羽から肌落ちがあり、一部が作業員に当たった。 ・切羽近傍作業においては鏡面に専任の監視員
を配置する

〔ﾄﾝﾈﾙ特殊工：左足骨折 全治30日〕

6月3日 車両管理業務において、官用車が一般道沿いの駐車場に ・安全教育・指導を徹底する
大阪府 入ろうとしたところ、出入口が狭かったため、駐車場から出

13：50 ようと後進した際、信号待ちしていた一般車に接触した。

〔物損：一般車 右後部へこみ〕

6月4日 高架橋上部工事において、ﾄﾚｰﾗｰで主桁を輸送中、町道か ・運搬経路の危険箇所について、事前に説明を
奈良県 ら工事用道路へ左折していたところ、道路左側に設置されて 行い、注意喚起を図る

4：20 いた電柱にﾄﾚｰﾗｰの台車のﾀｲﾔ側面が接触した。 ・運搬経路の危険箇所に、ｾｰﾌﾃｨｰｺｰﾝ等を設置
し、注意喚起を図る

〔物損：電柱 ｺﾝｸﾘｰﾄ剥がれ〕

6月10日 歩道橋改良工事において、横断歩道橋に新設階段を設置 ・ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟのﾌｯｸに対する半掛けを禁止する
兵庫県 するため、ﾗﾌﾀｰｸﾚｰﾝで階段桁を持ち上げて旋回中、ﾌｯｸからﾜ ・吊り角度は極力鋭角にする(原則は90度以内)

1：00 ｲﾔｰﾛｰﾌﾟが外れて階段桁が落下した。 ※「土木施工安全技術指針」、「玉掛け作業の
安全に係るｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」等参照

〔物損：遮音壁支柱 1本 遮音壁吸音板4枚等 損傷〕

6月14日 道路改良工事において、ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞﾛｰﾗｰを方向転換してい ・機械(重機)の作業範囲内は立入禁止にする
兵庫県 たところ、操作者が転倒しそうになったため、ﾚﾊﾞｰを前進に ・機械(重機)作業の危険性について、教育・指

11：30 切り替えた際、前方で転倒していた別の作業員の足にﾛｰﾗｰが 導を徹底する
乗り上げた。

〔作業員：左下腿打撲、挫傷 全治7日〕

6月17日 道路維持作業において、路肩部で草刈機による除草作業 ・ﾍﾞﾆﾔ板、ﾈｯﾄ等で飛散防護対策を図る
京都府 中、第三者から作業現場へ、車で通過中に音がした為確認 ・事前に小石等、飛散しそうな物を撤去する

10：40 すると、助手席のｶﾞﾗｽに損傷痕があったとの苦情があった。 ・刃の回転を考慮して、飛石等が第三者に向か
わないようにして作業を行う

〔物損：一般車 助手席のｶﾞﾗｽ ひび割れ〕

6月21日 舗装修繕工事において、一般国道歩道部にｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟを ・作業箇所周辺を調査し、埋設物件の埋設状況
和歌山県 設置するため、削孔機で削孔していたところ、埋設されてい を確認する

10：20 た車両感知器用さや管と情報線を切断した。 ・必ず現地立会を実施する

〔物損：車両感知器用 さや管 情報線 3条切断〕

6月27日 道路改良工事において、重圧管をｸﾚｰﾝ機能付ﾊﾞｯｸﾎｳで吊 ・作業計画・作業手順を見直す
奈良県 り、床堀箇所に据え付けていたところ、重圧管と掘削側面と ・合図を定めて、作業員に徹底する

8：50 の間に、作業員の右足が挟まった。

〔作業員：右足腓骨 骨折 全治不明〕

〔予防対策〕
［個人で行える対策］
① とともに を頻繁に行う（スポーツ水分補給 塩分補給
ドリンク等）
②日陰などの をこまめに取る涼しい場所で休憩
通気性・吸湿性の良い衣服（綿など）を着用③
睡眠を十分に取る④
食事を十分に取る⑤

［職場で行う対策］
① し、気温の上昇を抑えるこまめに散水
② させ、首筋に直射日光が通気性の良い保護帽を着用
当たらない を使用する防暑タレ
③作業員の健康状態は、新規入場者教育時や朝礼時に
確認を行い、 した上で日々の健康状態を十分に把握
作業に従事させる
④ で行い、巡視等により作業中単独作業は避けて複数
の各作業員の体調等をチェックする
エネルギー消費量の多い作業 長時間継続させない⑤ は
高齢者 新規入場者 高温･多湿環境⑥ や 等については、
での する等の配慮を行う下 作業を軽く

⑦安全教育等で『熱中症』等について認識させる

〔応急処置〕
① や など冷房のある部屋 風通しの良い日陰
に移動させて、 にさせる安静

② て、 で体を拭い衣服を緩め 冷たいタオル
冷たい風 体を冷やたり、 を送ったりして

す
③ (スポーツド冷やした生理食塩水を与える
リンクは生理食塩水の替わりになり、手
軽に調達できるので便利です)
足を上げて頭に血が行くようにする④

☆特記事項☆
① 行い、記録すること体温測定は必ず

被災者を一人にし②症状が落ち着くまで、
ない
体温の異常な上昇(40度を超過) 突然の③ 、
発汗停止 皮膚の乾燥 意識障害 過呼、 、 、
吸 ショック症状 病、 等があれば、直ちに

する院へ搬送

、 、 、 等があると体調コン肥満 糖尿病 高血圧 高脂血症
トロールが出来ず熱中症にかかりやすい！


